
 

 

  過日、私たち輸送サービス労組のホームページに匿名の投稿があり、「エリアマネジメン

ト」と称し、営業職や乗務職、施設・電気職、車両職などの職名が廃止され、主務職や主任

職などの「職制」だけに統一となり、同時に「キャリア加算の廃止」が実施されるという内

容でした。 

  経営幹部は「コロナ以前には戻らない」という考え方のもと「収入とコストの構造改革」

「２年連続の赤字は回避しなければならない」とあらゆる場面を活用して全社員に訴え続け

ています。会社は「変革２０２７」や「変革のスピードアップ～サスティナブルな JR東日

本グループを目指して～」として各種施策を矢継ぎ早に打ち出し、設備投資計画は 7,110

億円を行っていく考えを変えていません。その一方で、2020 年度の夏季手当、年末手当の

減額分および 2021 年度賃金引き上げにおける定期昇給を昇給係数２で実施するなど、労

働者の賃金が抑制され続けています。成長投資の必要性からも人への投資なくして企業が持

続的な発展を遂げることは困難です。賃金の抑制によって労働者にのみ犠牲を強いて経営を

成り立たせる会社施策を進めることは間違いであると断言します。労働者・社員が不安に落

とし込められ、かつ労働環境が脅かされ、労働条件低下するような「働きがい」「生きがい」

を感じられない施策に輸送サービス労組は反対します。鉄道の安全とそれを最先頭で守り抜

く全社員の「いのち」と「健康」、何よりも「雇用」をどのようにして守り抜いていくのかを

明確にしていくことが必要です。 
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